
第３回霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対策協議会 

実施日：平成29年5月31日(水)10：30～11：30

場 所：潮来市中央公民館 1階大ホール 

出席者：土浦市長（代理）、石岡市長（代理）、龍ケ崎市長（代理）、鹿嶋市長、潮来市長、稲敷市長、かすみが
うら市長（代理）、神栖市長（代理）、行方市長、鉾田市長、小美玉市副市長、美浦村長、阿見町長、河

内町長（代理）、利根町長（代理）、香取市長（代理）、稲敷地方広域市町村圏事務組合管理者（代理）、

茨城県生活環境部防災・危機管理課長（代理）、茨城県土木部河川課長（代理）、水戸土木事務所長、潮

来土木事務所長、土浦土木事務所長、鉾田工事事務所長、竜ケ崎工事事務所長（代理）、千葉県防災危機

管理部危機管理課長（代理）、千葉県県土整備部河川環境課長（代理）、香取土木事務所長、水戸地方気

象台長、銚子地方気象台長、（独）水資源機構利根川下流総合管理所長、国土交通省霞ヶ浦河川事務所長 

（１）開催状況 

（２）協議会内容 

・規約改定について 

・幹事会の報告について 

・取組の進捗状況及び代表事例について 

（３）協議結果 

「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく「霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対

策協議会」を構成する31機関が、平成28年度に実施した内容を整理し取組の進捗状況を取

りまとめるとともに、取組時期や取組内容を具体的に明示し、より良い方向に見直す等の

フォローアップが図られた。 

また、協議会における更なる連携と協働による取り組みについて、幹事会等を通じて議

論することとした。 

（４）主な意見等 

・避難は明るい段階で行う事が重要であり、早期の情報共有が必要となるためホットライ 

ン、副ホットラインは効果的である。 

・内水による浸水が心配。対策を考えていただきたい。 

・空振りでも良いので早い初動体制を心掛けている。そのためには情報が重要である。 

・無堤部対策が図られたが陸閘を閉めるタイミングなど情報提供をお願いしたい。 


